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特記仕様書　(改修)（その１）Ａ－００１

章 項　　目 特　　記　　事　　項 2
・ 騒音・粉じん等の対策 ・防音パネル  [2.1.3] ・ アスファルト防水 屋根保護防水（既存 ） 　 [3.3.2～5]

・防音シート 新設防水層の種別1
・ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。 防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

改修工法 新設種別 施工箇所 断熱材　 絶縁用シート改修工事特記仕様書
・風圧力 ・図示による　　

・A-1 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
　風速（Vo=　　　m/s）

・P2A ・A-2   厚さ0.15mm以上
　地表面粗度区分 （・Ⅰ　 ・Ⅱ　 ・Ⅲ 　・Ⅳ）

・A-3   又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 
Ⅰ．工事概要 ・積雪荷重 　　 ・ 足場等  [2.2.1][表 2.2.1]

・B-1   70g/㎡程度

・P1B ・B-2 ・
1.工事場所

・AⅠ-1 (種類)
ガイドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手 ・P2AⅠ ・AⅠ-2 　※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁ ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

2.敷地面積 ・ 施工条件 ・施工順序 (1.3.5)[1.3.5] すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。 ・AⅠ-3 　　ﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き） 　70g/㎡程度
外部足場（※現場説明書による　　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・P1BⅠ ・BⅠ-1 (厚さ)(mm) ・

3.工事種目 ・工事用車両の駐車場及び資機材の置き場所 ・設置する
・BⅠ-2 　・　　

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）（・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・設置しない 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

防護シート ※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による

・ 環境への配慮 (1.4.1)[1.4.1] ・設置する ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に （設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　） 用途による区分　　

　 次の①から④を満たすものとする。 ・設置しない 材料による区分　　※R種

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル 内部足場 厚さ　(　　　)mm以上

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、 ・設置する 部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない （※脚立、足場板等　　・　　　　　　） ※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す ・設置しない ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　 る。 ・材料、撤去材等の運搬方法 用途による区分　　

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用 　種別(・A種　　・B種　　・C種　　・D種　  ・E種 ) 材料による区分　　※R種

　 する。 C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　　・　　　　　　） 厚さ　(　　　)mm以上

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　　・　　　　　　） 平場の保護コンクリートの厚さ

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。 こて仕上げ　　※水下　80mm以上

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、 　　　　　　　

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの ・ 既存部分の養生 養生方法等  [2.3.1] 床タイル張り　※水下　60mm以上

   とする。 ・既存部分 　　　　　　　

養生方法（※ビニルシート、合板　　・　　　　　　） 立上り部の保護方法　

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）・既存家具、既存設備等

・ 材料の品質等  (1.4.2)[1.4.2] 養生方法（※ビニルシート等　　・　　　　　　） 窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　（mm）　幅　　　（mm）） 

・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　　）1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能 ・既存ブラインド、カーテン等

・コンクリート押え   を有するものとする。 養生方法（・ビニルシート等　　・　　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　

・モルタル押え（屋内）2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を  保管場所（・図示による　　・　　　　　　） 

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。 ・固定された備品、机、ロッカー等の移動

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と ・図示による　　 屋根露出防水（既存）

新設防水層の種別   する。 既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を 場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 
高日射仕上塗料改修 新設 施工　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

断熱材　 反射率 備考
工法 種別 箇所　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。 種類 使用量 防水　

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 ・ 仮設間仕切り 仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所 [2.3.2][表 2.3.1]
・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

・C-1② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 ・ ・図示による　　
  ﾌｨﾝｸﾞ類の   ﾌｨﾝｸﾞ類の

・C-2 ・適用・③ 安定的な供給が可能であること。 仮設間仕切りの種別と材質等
・M4C   製造所の   製造所の

・C-3 　する④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 
種別 仕上げ（厚さmm） 塗装 充填   仕様   仕様

・C-4⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 
・せっこうボード ・無し ・ ・

グラスウール⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 
・A種   種類(・　　　　　　　　　) ・片面 ・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ 脱気装置

厚さ　　　mm5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 
  厚さ(・　　　mm  　※9.5mm ) ・ ・D-1   ﾌｨﾝｸﾞ類の   ﾌｨﾝｸﾞ類の ・設ける

xl1,a0.25,sm1,ql,t0;床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラ
・合板 ・M3D ・D-2   製造所の   製造所の ・適用 ・設けない

ウト材、乾式保護材、既製調合モルタル（タイル工事用)、既製調合目地材、ルーフドレン、
　材種(・　　　　　　　　　） ・P0D ・D-3   仕様   仕様 　する 改修用ﾄﾞﾚﾝ

・B種吸水調整材、錠前類、クローザー類、自動ドア機構、自閉式吊り引戸機構（手動開き式）、4.指定部分　　　　　　　　　　　　・有　　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）
  厚さ(・　　　mm 　 ※9mm ) ・D-4 ・ ・ ・設ける

重量シャッター、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日
・ ・設けない

※C種 防煙シート ・DI-1 改修標準仕様書3.3.2(9)・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ 脱気装置
sm1.18;軽量シャッター、オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフ5.工事範囲

・DI-2 （種類）   ﾌｨﾝｸﾞ類の   ﾌｨﾝｸﾞ類の ・設ける
・P0DIロア、可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形、ライニング材、天井点検口、※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。 仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

　・   製造所の   製造所の ・適用 ・設けない
・M3DI床点検口、グレーチング、トップライト、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、・「3.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記のとおりとする。

材質 仕上げ 塗装 設置箇所 （厚さ）(mm)   仕様   仕様 　する 改修用ﾄﾞﾚﾝ
・M4DI鋳鉄製ふた 

※木製 ※合板張り程度 ・無し ・　　　か所 　・ ・ ・ ・設ける
・ 石綿含有建材の調査 調査 [1.5.1]

・ ・ ・片面 ・図示による ・設けない
※石綿含有建材の事前調査 

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

※改修標準仕様書表3.3.9による貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　　・既存図面　　・　　　　　　　　　　）

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ3
・ 施工数量調査 調査範囲 [1.6.2、3] 用途による区分　　

・ 化学物質の濃度測定 ・図示による　　 材料による区分　　※R種 (1.5.9)［1.7.9］

1) 施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベン 調査方法 厚さ　(　　　)mm以上

ゼン、スチレンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。 ・図示による　　 部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法 ※改修標準仕様書表3.3.8及び表3.3.9による2) 測定対象室及び測定箇所数等は現場説明書による。

Ⅱ.建築改修工事仕様 3) 測定方法は、現場説明書による。 ・図示による　　 ・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

4) 測定結果の報告は、現場説明書による。 調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　） 用途による区分　　

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書 材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

・ 埋設配管・配線および あと施工アンカー工事 絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　　（以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書等のうち、○を付けたものを適用する。 ・ 降雨等に対する養生 ※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による [3.1.3]

　 鉄筋調査 6章および8章による ※図示による　　　 方法（とい共） ・

コア抜き、はつり工事等 絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

※既存資料調査 種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定    　・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

・探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査 ・ 既存防水の処理 既存保護層の撤去 [3.1.4] [3.2.3、4、6] 　　　　　　

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す 配管　・配線等の位置の墨出を行う ・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　） 設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。 範囲 ・行わない 　　　　　　・　　　（個）

※図示による　　 既存防水層の撤去

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）(3) 本特記仕様書の表記 ・ 放射線透過試験 屋内防水

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。 労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める ・行わない 防水層の種別

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。 ところによるほか、次による。 既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 
改修工法 種別 施工箇所

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。 1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの ・行う（・M4AS　　・M4ASI　　・M4C　　・M4DI　　・L4X）  
・P1E ・E-1

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。 　 とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。 ・行わない 
・P2E ・E-2

3) 特記事項に記載の［     ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。 2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。 保護層　・設ける（※図示による　　・　　　　　　）4) 特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達 3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。 ・ 既存下地の処理 既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等 [3.2.6] 　　　　・設けない

　 の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目 4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。 ・図示による　　 E-1の工程3を行う部位

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。 5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。 P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り ※貯水槽、浴室等常時水に接する部位

　 撮影枚数　　　枚　 部等の処置　　 ・

   フィルムサイズ　 ※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による 立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

　 コンクリート厚さ　　　cm ・ ※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出 ・

入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理 屋上排水溝

※監督職員と協議する ※図示による　　

・図示による
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　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　）青森県 180cm
「（別紙）手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月24日）の

(5) 電気設備（別図仕様書による）

延べ面積 ㎡

改修　１棟

一式

０５.０９

青森県青森市大字羽白字沢田　地内

(1) 県営住宅　ＲＣ造　４階建

１,８１５.７８

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事

    （建築工事編）令和7年版（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和 7年版

    　・建築工事標準詳細図（令和 7年版）（以下「標準詳細図」という。）
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4-1
・ 改質アスファルト 屋根露出防水（既存） [3.4.2、3] シーリング材の種類、施工箇所 ・ ひび割れ部改修工法 ・ 樹脂注入工法 ［4.1.4］[4.2.4、5、6、7]

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ ・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ
改修標準仕様書　 シート防水 新設防水層の種別 下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

工法の種類　ｺﾝｸﾘｰﾄ 　ﾄの製造所 　ﾄの製造所 ・適用 延べ長さ（mひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm 注入量（mL/m）
・SI-F1 3.5.2(3)(ｴ)(b)

）)高日射 施工箇所 シーリング材の種類（記号）　下地 　の仕様 　の仕様 　する仕上塗料改修 新設 施工 （種類） 
断熱材　 反射率 備考 ※200～300 ・130・ ・ ・  0.2以上～1.0未満

工法 種別 箇所 ※自動式低圧エポキシ　・種類 使用量 防水　 ・ ・・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ
　樹脂注入工法（厚さ）(mm) 

・改質ｱｽﾌｧﾙ ※改質ｱｽﾌｧﾙ 　ｺﾝｸﾘｰﾄ ・適用 脱気装置・P0SI・AS-T1 ・SI-F2 　・　・25　・50
  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ   ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ・50～100 ・40　下地 　する ・設ける  0.2以上～0.3未満・S3SI・適用 仕上げを行わない施工箇所・AS-T2・M4AS   類の製造   類の製造 ・ ・・ ・設けない

　する ・手動式エポキシ樹脂・S4SI ・図示による　　
  所の仕様   所の仕様 ・100～200 ・70・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ 改修用ﾄﾞﾚﾝ  0.3以上～0.5未満

・AS-J2 　注入工法改修標準仕様書 シーリング材の目地寸法・M4SI・ ・ ・ ・　ﾄの製造所 　ﾄの製造所 ・適用 ・設ける
・機械式エポキシ樹脂・SI-M1 3.5.2(3)(ｴ)(a) ※改修標準仕様書3.7.3(1)による

・改質ｱｽﾌｧﾙ ※改質ｱｽﾌｧﾙ 脱気装置 ・150～250 ・130　の仕様 　の仕様 　する ・設けない  0.5以上～1.0未満
・AS-T3 　注入工法（種類） ・図示による

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ   ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ・設ける ・ ・・ ・
・適用 　・ ・

  類の製造   類の製造 ・設けない
・M3AS ・AS-T4 　する （厚さ）(mm) ・適用 接着性試験

  所の仕様   所の仕様 改修用ﾄﾞﾚﾝ ・SI-M2
　・　・25　・50 　する ※簡易接着性試験 注入状況の確認方法

・ ・ ・設ける
・AS-J1 ・引張接着性試験 ※コアの抜取りを行う

・設けない
抜取り個数S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様・改質ｱｽﾌｧﾙ ※改質ｱｽﾌｧﾙ 脱気装置・AS-T3

・ とい といその他の材種 [3.8.2、3] ※長さ500mごと及びその端数につき1個※非歩行仕様  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ   ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ・設ける
・適用・AS-T4 ・配管用鋼管 ・・軽歩行仕様  類の製造   類の製造 ・設けない

・P0AS 　する ・硬質ポリ塩化ビニル管 抜取り部の補修方法SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム  所の仕様   所の仕様 改修用ﾄﾞﾚﾝ・AS-J1
・ルーフドレン ※図示による　　・設置する　　・設置しない・ ・ ・設ける
・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）・AS-J3

・設けない
・ ・Uカットシール材充填工法 　屋内防水改修標準仕様書3.4.2 ・改質ｱｽﾌｧﾙ ※改質ｱｽﾌｧﾙ 脱気装置・ASI-TI

とい受金物防水層の種別(3)(ｳ)   ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ   ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ・設ける 工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)
材種

（種類）   類の製造   類の製造 ・設けない 保護層
種別 種別 施工箇所 ・可とう性エポキシ  0.2以上～0.3 未満※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　　　　　　　・M3ASI 　・   所の仕様   所の仕様 改修用ﾄﾞﾚﾝ 平場の 立上り部の

・適用 　樹脂・
・M4ASI （厚さ）(mm) ・ ・ ・設ける 保護モルタル塗厚 保護モルタル塗厚

　する  0.3以上～0.5 未満・ASI-JI 形状
　・ ・設けない ※7mm以下・P0ASI

・P1S ・S-C1 ・ ※市販品（とい径100以下）　　　　　　　　
防湿層 ・

 0.5以上～1.0 未満※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）
・設ける

・平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類・設けない  1.0 超過
取付け間隔目地割

 1.0超過～1.5 未満改質アスファルトシートの種類及び厚さ ※改修標準仕様書3.8.2による※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度 ・シーリング材
※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による ・・

 1.5以上～2.0 未満・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 足金物目地の種類

用途による区分　　 材種※押し目地
 以上～未満

材料による区分　　※R種 ※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）・

厚さ　(　　　)mm以上 ・ ・シーリング材合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 形状 充填材料の種類※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による ※市販品 ※1成分形又は2成分形ポリウレタン系・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ ・ ・種 類 　 　

用途による区分　　 取付け間隔厚さ　　・　　　mm以上 シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

材料による区分　　※R種 ※改修標準仕様書3.8.2による ・行う　　・行わない絶縁用シートの材質

厚さ　(　　　)mm以上 ・ シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。 ※発泡ポリエチレンシート

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 多雪地域 ・可とう性エポキシ樹脂 ・

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による ・適用する　　・適用しない ・シール工法固定金具の材質、形状及び寸法

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 防露材のホルムアルデヒド放散量※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは 工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)
用途による区分　　 　※F☆☆☆☆　　　両面に樹脂を積層加工したもの ・パテ状エポキシ樹脂

 0.2未満材料による区分　　※R種 既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法・ ・可とう性エポキシ樹脂
厚さ　(　　　)mm以上 ・図示による　　接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法 鋼管製といの防露巻き種類

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度 ※改修標準仕様書表3.8.4による※ルーフィングシートの製造所の仕様

・ ・ ・ 欠損部改修工法 ・充填工法 ［4.1.4］[4.2.4､7]・

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量 ルーフドレンの種類及び呼び設置数量 材料 平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数（-）
種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定 ※ルーフィングシートの製造所の仕様  5～10未満種別 呼び 施工箇所 ・ポリマーセメント
　　　　　　 ・（　　　　　　）個 モルタル  10～15未満・ろく屋根用たて形Ⅰ型 ※ねじ込み式 ・80　・100　・125　・150
設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定 接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理  15～20未満・ろく屋根用横形Ⅰ型 ※ねじ込み式 ・80　・100　・125　・150
　　　　　　・　　　　　（個） ・行う（・図示による　　・　　　　　　）　　  20～25未満・バルコニー中継用 ※ねじ込み式 ・50  ・80　・100

絶縁断熱工法の防湿用シート プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）  25～30未満・差し込み式 ・50  ・75　・100
・設置する ・行う（・図示による　　・　　　　　　）  30～35未満・バルコニー用 ※ねじ込み式 ・50  ・80　・100

・エポキシ樹脂モルタル・設置しない ・行わない  35～40未満・差し込み式 ・50  ・75　・100
機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

たてどい受金物の取付け1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・ 合成高分子系 新設防水層の種別 [3.5.2～4] [表3.5.1～3] ※図示による　　

　 ルーフィングシート ルーフドレンの取付け高日射仕上塗料改修 新設 施工　 防水 ・ 塗膜防水 新設防水層の種別　　 [3.6.2、3] ※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する断熱材　 反射率 備考
工法 種別 箇所 ・種類 使用量 防水　 改修 新設 仕上塗料 高日射反射

施工箇所 備考
・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ 工法 種別 種類 使用量 率防水　　

　ﾄの製造所 　ﾄの製造所 ・適用 脱気装置
・S-F1 ※X-1 ・ アルミニウム製笠木 種類　 [3.9.2、3]　の仕様 　の仕様 　する ・設ける

・X-2 ・主材料の製 ※主材料の製 ・オープン形式（・押出250形　　・押出300形　　・押出350形）・ ・ 脱気装置 ・設けない
・P0X ・X-1H 　造所の仕様 　造所の仕様 ・適用する ・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）・適用 ・設ける 改修用ﾄﾞﾚﾝ

・S-F2 ・X-2H ・ ・   本体幅（　　　）mm　板厚（※2.0mm　　・　　　mm）・P0S 　する ・設けない ・設ける
・ 表面処理・S4S ・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ 改修用ﾄﾞﾚﾝ ・設けない

種別（　　　）種　 　ﾄの製造所 　ﾄの製造所 ・適用 ・設ける ・X-1 ・主材料の製 ※主材料の製 脱気装置
・S-M1 色合等　・標準色（　　　　　　）　・特注色（　　　　　　　） 　の仕様 　の仕様 　する ・設けない ・L4X ※X-2 　造所の仕様 　造所の仕様 ・適用する ・設ける

既存笠木等の撤去・ ・ ・X-1H ・ ・ ・設けない
・行う（範囲　　・図示による　　・　　　　　　） ・適用 ・X-2H

・S-M2 ・行わない　する ・
下地補修の工法・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ ・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量 ※図示による　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ 　ﾄの製造所 　ﾄの製造所 ・適用
・S-F1 種類　　　　※主材料の製造所の仕様 板材折曲げ形の笠木の取付方法　下地 　の仕様 　の仕様 　する

脱気装置 　　　　　　 ※図示による　　・ ・ ・
・S3S ・設ける 設置数量　　※主材料の製造所の仕様 笠木の固定金具の工法等・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・設けない 　　　　　　・　　　　　（個） 1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 　ｺﾝｸﾘｰﾄ ・適用
・S-F2

　下地 　する
新設防水層の種別　　・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ 改修 新設 4
施工箇所 工程数及び各工程の使用量 保護層 ・ 施工数量調査 調査範囲  [1.6.2、3]　ﾄの製造所 　ﾄの製造所 ・適用 工法 種別

・S-M1 脱気装置 ・外壁改修範囲　の仕様 　の仕様 　する ※Y-2 ※主材料の製造所の仕様 ・設ける
・M4S ・設ける ・P1Y ・図示による・ ・ ・ ・ ・設けない

・設けない 調査内容・適用 ※Y-2 ※主材料の製造所の仕様 ・設ける
・S-M2 ・P2Y ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び　する ・ ・ ・設けない

錆汁の流出の有無を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

・ シーリング シーリング改修工法の種類　　 ［3.1.4］[3.7.2、3、7、8] 形状寸法等を調査する。

・シーリング充填工法　 コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

・シーリング再充填工法 　 塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

・拡幅シーリング再充填工法　 表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

・ブリッジ工法 既存部分の破壊を行った場合の補修方法

　ボンドブレーカー張り ・図示による　　

・適用する  　・適用しない 調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

　エッジング材張り

・適用する　　・適用しない

外
壁
改
修
工
事（

共
通
事
項）

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
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ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

・ 既存塗膜等の除去

　 下地処理及び下地調整

[4.5.4]

・ 下地調整塗材 ※下地調整塗材

・ポリマーセメントモルタル

[4.5.2]

4-4

工法 処理範囲 下地面の補修

※既存仕上げ面全体

・図示による
・サンダー工法

※既存仕上げ面全体

・図示による
・高圧水洗工法

※既存仕上げ面全体

・図示による

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

　工法の処理範囲以外の既存仕上面全面

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・図示による

・ひび割れ部改修

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

　工法

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

・カチオン系下地調整塗材（可とう形改修塗材新設範囲全面塗り）

中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所 設計年月日

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

株 式 会 社

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

工 事 名

ＳＣＡＬＥ

図面名称

№備　　考

Ａ－００２ 特記仕様書　(改修)（その２）０５.０９

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事
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・ 仕上塗材仕上げ [4.1.5][4.5.2][表4.5.1]新規仕上塗材の種類 

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

［4.1.5］[4.6.2]［表4.6.1］・ マスチック塗材塗り

・A種　　・B種

・複層仕上塗材

種別

・可とう形改修用仕上塗材

・ 外壁用塗膜防水材塗り 仕上げの形状

仕上塗料の耐候性 

下地挙動緩衝材の適用

吹付け工法の模様材の種類

外壁用仕上塗料の種類

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（塗仕上げ外壁等改修）による。

[4.1.5][4.7.2､3][表4.7.1]

工法

・

・

・

・適用する

・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

・適用しない

コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（コンクリート打ち放し仕上げ外壁改修）による。

モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（モルタル塗り仕上げ外壁改修）による。 ※A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

　　　　　　　　)

（着色塗料の種類：

・A種

※B種

　　　　　　　　)

（着色塗料の種類：

・2種

　(DP)

　イント塗り(SOP) 

・A種

※ A種 　 　屋内の亜鉛めっき面

※ B種 　 　屋内の鉄鋼面

※ A種 　 　※ B種 　 　屋内の木部

※ B種 　 　コンクリート面等

・ C-1種 　 　

・ A-1種 　 　

・ B-1種 　 　・

－

－・

セメント板面

コンクリート面及び押出成形

上塗り等級（　　　）級 

上塗り等級（　　　）級 

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面

※B種　　・A種※B種　　・A種

※B種・クリヤラッカー塗り(CL)

※ B種 　 　※ B種 　 　亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

※ B種 　 　※ A種 　 　    ※1種

塗装の種類 ※B種　　・A種※ B種 　 　

※ B種 　 　※ B種 　 　

※ A種 　 　※ B種 　 　

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

新規塗替え

工程
塗装面塗装の種類

  イント塗り(EP-G)

・つや有合成樹脂

  エマルションペ

・耐候性塗料塗り

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

・合成樹脂調合ペ

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・ 塗装 [7.5.2～7.12.2]

※B種　　・A種

・オイルステイン塗り(OS)

※B種　　・A種※B種　　・A種

・ピグメントステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

※B種　　・A種

・A種　　・B種

※ B種 　 　

※ B種 　 　

※ B種 　 　

・ステイン塗り

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

モルタル面及びせっこうプラスター面

せっこうプラスター面

モルタル面及び

・

※不透明塗料塗りの場合はRB種　　

※劣化部分は除去し、活膜部分は残す

B種 　 　

B種 　 　

C種 　 　

C種 　 　

規

新

その他

鋼製建具等

塗替え

規

新

その他

鋼製建具等

－
新規

塗替え

(工程の種別は表7.4.6)

DP

－

(工程の種別は表7.4.5)

EP-G

(工程の種別は表7.4.5)

※ B種 　 　

※ A種 　 　

※ C種 　 　

※ B種 　 　

※ A種 　 　

C種 　 　

※ B種 　 　

※A種　　・B種

※ C種 　 　※A種　　・B種
SOP

塗替え

・A種

による。

7.4.2(1)(ｲ)(a)
新規

塗替え

(工程の種別は表7.4.4)

DP ・C種(下地調整RC種)

・B種(下地調整RB種)

による。

7.4.2(1)(ｲ)(b)

(工程の種別は表7.4.3)

EP-G

(工程の種別は表7.4.3)

素地面

鋼面

めっき

※B種　　・A種

目地：継目処理工法以外

目地：継目処理工法

透明塗料塗りの場合

不透明塗料塗りの場合

その他ボード面 ※B種　　・A種

※A種　　・B種

・A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

・A種　　・B種

※B種　　・A種　　・C種

※C種　　・A種　　・B種

※B種　　・A種

せっこうボード面及び

コンクリート面（DPのみ）

押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面（DP）

鉄鋼面（DP以外）

※A種　　・B種
木部

種別下地面等

(7.3.2～7)・ 素地ごしらえ

※ B種 　 　

※ A種 　 　

※ C種 　 　

※ B種 　 　

※ A種 　 　

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

A種

A種

新規見え隠れ

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

新規見え掛り

※ C種 　 　A種
SOP

塗替え

　　　 －

・RC種

その他ボード面

ALCパネル面

せっこうボード面及び
※ RB種 　 　

・行わない
コンクリート面（DP）

・行う
・RB種　　・RC種

・行わない
押出成形セメント板面

・行う・RA種　　・RB種

・行わない

コンクリート面(DP以外)、 ・行う
※ RB種 　 　

・行わない

（鋼製建具等）

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部

・行う
※ RB種 　 　

　　　 －※ RB種 　 　

　　　 －※ RB種 　 　

　　　 －※ RB種 　 　

　　　 －

ひび割れ部の補修
塗替え

下地調整の種別
下地面の種類

・

・図示による
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亜鉛

鉄鋼面

塗料の種別 工程の種別塗装の種類

・ 錆止め塗料塗り

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

錆止め塗料塗りの種別 [7.4.2、3]

・行わない 

・行う（　　　　　　箇所）

既存錆止め塗料の鉛含有量調査 

下地調整 

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

[7.1.3]

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

防火材料　

※F☆☆☆☆　　

・ 材料

・ 下地調整

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　[7.2.1～7]

塗
装
改
修
工
事

・

　 帳壁及び塀

・ コンクリートブロック

　 ブロック造

・ 補強コンクリート

ブロックの種類等  (8.3.2～4)

 (8.2.2、3、5、7、8)

モルタルの調合（容積比）

断面形状及び
 正味厚さ

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ
(mm)

ブロックの種類等

塀に用いるブロックの正味厚さ(mm)

適用箇所

 による区分

備考化粧の有無

・無　・有

各部の配筋

※標準仕様書表8.2.1による

※図示による　　

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状

各部の配筋

※図示による　　

　　　　　2m超え　※150　　

まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲

※図示による　　

塀の高さが2m以下　※120　　

・

・セメント（　　　　　　）：砂（　　　　　　）

A
L
C

・

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ

(表8.3.1)以外
備考化粧の有無

・無　・有

・無　・有

・空洞ブロックＣ(16)

の適用箇所

・型枠状ブロック 20　　 ・無　・有
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圧縮強さに (mm)

断面形状及び
 正味厚さ

(mm)
による区分

圧縮強さに (mm)

※図示による　　

目地仕上げ

・押し目地仕上げ

・化粧目地仕上げ

モルタルの調合（容積比）

※標準仕様書表8.2.1による

・セメント（　　　　　　）：砂（　　　　　　）

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
　
　
 
 
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

・ 押出成形セメント板 (8.5.2～5)

  （ECP）

　注）F：フラットパネル、D：デザインパネル、T：タイルベースパネル

パネルの種類

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

形状 長さ(mm) 幅(mm) 工法の種別

※600
・A種　・B種・D

・F

・D

・T

・T

・F ・ 50 ・ 60 

・50 ・60

  60

・ 50 ・ 60 

・50 ・60

  60

・B種　・C種

備考

・

※600

・

ECPの種類等

外壁、屋根パネルの構法

 (8.4.2～5)

（パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びに

※ 10～ 20　　

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の耐風圧性能

外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填

パネルと他部材との取り合い部）

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

・

・図示による　　

・ ALCパネル

区分
単位荷重（N/㎡）

・外壁用

・間仕切

・屋根用

・床用

厚さ

(mm)

幅 及び 耐火性能 構法の

・
・A種

・B種

・C種

・D種

※F種

・E種

・適用する　　・適用しない

種別(時間)

・なし

・1

・なし

・1

・0.5

・1

・2

長さ

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

・・

・

・

正荷重 負荷重

・

・・

－

－

・

・・

・

・・

・

－

－ －

－ －

・一般

・コーナー

壁用

・一般

・コーナー

・平

・意匠

・平

・意匠

目地幅(mm)

外壁パネル構法及び間仕切壁パネル構法における耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 

ALCパネルの区分等

外壁パネルの工法における耐風圧性能

パネル相互の目地幅(mm)　　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認

した資料を提出する

長辺

短辺

孔あけ及び欠き込みの 切断後のパネルの

パネル幅の1/2以下、かつ、300㎜以下

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の耐風圧性能

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

・図示による　　

・長辺（　　　　　　）　　短辺（　　　　　　）

※ 15程度　　

※パネルの製造所の仕様　　

パネルに孔あけ

を設ける場合

パネルに欠き込み

を設ける場合 長辺

短辺

500㎜以下

パネル幅の1/2以下、かつ、300㎜以下

500㎜以下

150㎜以下

300㎜以下

300㎜以下

300㎜以下

外壁パネル工法及び間仕切りパネル工法における耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 

大きさ 残り部分の幅

材料

断熱材張り

・行わない

工法 

・ 粘土瓦葺 (13.4.2、3)

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(13.2.2、3)・ 長尺金属板葺

下葺材料

・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

 (・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

雪止め

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(13.2.2)(13.3.2,)(表 13.2.1)

折板のけらば納め

・

※けらば包みによる方法

JISA5208に基づく凍害試験等

・行う　　・行わない

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）
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施工箇所 板及びｺｲﾙの種類 屋根葺形式
厚さ

（mm）
備考

・心木なし瓦棒葺

・立平葺 

・蟻掛葺

・横葺

・

※JIS G 3322 の

・アスファルトルーフィング 940　

施工箇所 形式

山高、山ﾋﾟｯﾁ
耐火耐力に 軒先厚さ

（mm）
による区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ
よる区分

材料に

よる区分

・重ね形

・はぜ締め形

・かな合形

・

(　　　)種

※鋼板製 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　合金板製 

・有り ・30分

・無し ・無し

・ ・

・行う　（断熱材の種別：　　　　　　厚さ(mm)：　　　　　　防火性能：　　　　　　）

施工箇所 製法に

よる区分

形状に

よる区分

寸法に

よる区分

種類

産地
役物瓦

の種類
雪止め瓦

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

横葺きの場合のけらば納め

・つかみ込み納め　　・けらば包み納め 

・設置しない

耐雪性能に対応した工法の適用 

・適用する　　・適用しない

雪止め

・設置しない

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）

桟瓦の防災瓦の使用　・適用する　　・適用しない 

・ 折板葺

面戸板 性能

・5類（AZ150)

xsm1.19;　屋根

用

　(着色　・有）

 

塗膜の耐久性の種類、め

っき付着量

xsm1.1

9;・0.

4

・0.5

・

折板の材質の種類（※JIS G 3302の屋根用（着色 ・有）　・　　　　　　）

　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（・5類(AZ150)　・　　　　　　　　　　　） 

・

屋
根
及
び
と
い
工
事

瓦桟木

寸法

材質

※幅40×高さ30(mm)

材質

棟補強用心材

※ 杉 　 　

※幅21×高さ15(mm)以上

・

寸法

※ 杉 　 　

・

種類（　　　　　　）　径（　　　　　　）　長さ（　　　　　　）　

瓦緊結用釘及びねじ

　・可とう形外装塗材Si

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 防火材料

　・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・
　・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

　・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

　 ・
　・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・

　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

　・着色骨材砂壁状
 ・吹付け

 ・こて塗り

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状
 ・ローラー塗り

 ・

　・凹凸状  ・吹付け

　・砂壁状  ・吹付け  ・

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗り 防火材料

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー塗り

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

　※ｱｸﾘﾙ系

 外観

　※つやあり

　・ﾒﾀﾘｯｸ

　・

 溶媒

　※水系

　・

 ※耐候形

 　3種

 ・

　 ・

　・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

　 ・ 可と う 形複層塗材

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

　※ｱｸﾘﾙ系

　・

 外観

　※つやあり

　・ﾒﾀﾘｯｸ

　・

 溶媒

　※水系

　・

 ※耐候形

 　3種

 ・

　 ・

　・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

　※ｱｸﾘﾙ系

　・

 外観

　※つやあり

　・ﾒﾀﾘｯｸ

　・

 溶媒

　※水系

　・

 ※耐候形

 　3種

 ・

　 ・

　・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

 ・平たん状  ・吹付け  樹脂

 外観

　・

 溶媒

　・

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種

　 ・ ・さざ波状
 ・ローラー

   塗り

 ・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

　・外装薄塗材Si

  ・外装薄塗材E

 ・可とう形外装塗材E

  ・防水形外装薄塗材E

　・外装薄塗材S

　・外装厚塗材C

　・外装厚塗材Si

　・外装厚塗材E

　・複層塗材CE

　・複層塗材RE

　・複層塗材Si
　・複層塗材E

　　CE

　・防水形複層塗材

　　CE
　・防水型複層塗材

　・防水形複層塗材

　　RE

　　 E

　・可とう形改修塗材
　　　E

　・可とう形改修塗材

　　RE

　・可とう形改修塗材

　　CE

・

塗料塗り

※RB種　　・RA種　　・RC種

反射率塗料
・3級

・2級 塗料製造所の仕様による

・1級

　　2種
屋根用高日射

JIS K 5675

（kg/㎡)等級種類規格名称

塗付け量塗料その他

規格番号
工程

・

・

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）

・高日射反射率塗料塗り 

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

ﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこう

オイルステン塗りの工程等

・適用しない

・適用する

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

・適用しない

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用

・ 塗装業者 　(一社)日本塗装工業会の会員又は監督職員の承諾する者とする。

　・フッ素

　・フッ素

　・下表による　　※図示

・図示

中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所 設計年月日

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

株 式 会 社

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

工 事 名

ＳＣＡＬＥ

図面名称

№備　　考

Ａ－００３ 特記仕様書　(改修)（その３）０５.０９

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事



工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

瓦桟木の留付け工法

・7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟 

(13.5.2、3)(表 13.5.4)

鋼管製といの防露巻き

・配管用鋼管

・ とい

防露材のホルムアルデヒド放散量

といその他の材種

※F☆☆☆☆　　

ルーフドレンの種類及び呼び 

とい受金物

材種

形状

※市販品（とい径 100 以下）

取付け間隔

足金物

材種

形状

※市販品　　

取付け間隔

多雪地域

　 アルミニウム合金の

・ アルミニウム及び

　 表面処理

(14.2.1)(表 14.2.1)

陽極酸化皮膜の着色方法

棟補強等に使用する金物等

材質

形状、寸法及び留付け方法

・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

※図示による　　

棟の工法

・硬質ポリ塩化ビニル管

・ルーフドレン

・

※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの）

・

・25×4.5(㎜)以上（とい径 100 を超えるもの）

・

※標準仕様書表13.5.2による

・

※標準仕様書表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの)

・

※標準仕様書表13.5.2による

・

・適用する　　・適用しない

※標準仕様書表13.5.4による

・

種別 呼び 施工箇所

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

・バルコニー用

・バルコニー中継用

種類 色合い等
施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

※二次電解着色

・三次電解着色

※図示による　　

・のし積み棟

・ステンレス製

14

風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等

※図示による　　

・

・モルタル　　・瓦葺き用しっくい 

面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

・ろく屋根用横形Ⅰ型

※ねじ込み式

※ねじ込み式※ねじ込み式

・ねじ込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・差し込み式 ・50　　・75　　・100

・50　　・80　　・100

・50　　・75　　・100

・50　　・80　　・100

・125 　・150

・80　　・100

・125 　・150

・80　　・100

・AB-2種

・特注色

・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）

・AB-1種

・標準色

・AC-2種

・C種

・AC-1種

・BC-2種

・BC-1種

・BB-2種

・BB-1種

・BA-2種

・BA-1種

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

・特注色

・標準色

金
属
工
事

・ 鉄鋼の亜鉛めっき (14.2.2)(表 14.2.2)

表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）

・ 溶融亜鉛めっき

種別

・A種

・B種

・C種

・ 電気亜鉛めっき

・D種

・E種

・F種

・ アルミニウム製笠木 　(14.7.2、3)(表 14.2.1)(表 14.7.1)種類　

色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　） 

笠木の固定金具の工法等

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

・ 金属成形板張り

・ 軽量鉄骨天井下地

・ 軽量鉄骨壁下地

(14.6.2、3)(表 14.2.1)

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

(14.5.3、4)(表 14.5.1)

野縁等の種類 (14.4.2～4)(表14.4.1)

屋外の形式及び寸法

屋外

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

スタッド、ランナの種類 

※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

取付け用下地

伸縮調整継手

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※標準仕様書14.5.4.(5)による

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

(補強方法　※図示による　　・                       )

(補強方法　※図示による　　・                       )

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

(補強箇所　・図示による　　・                       )

(補強方法　※図示による　　・                       )

・図示による 

・ 

※図示による　　

・ 

種別 製法 形状
板幅 板厚

（mm） （mm）

表面処理

種別 色合い等

・アルミ

　ニウム

・押出し

・ロール
ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

・プレス

・
パネル形

※標準仕様書14.4による

・図示による 

・設ける

・設けない 

（施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）　

・250形　　・300形　　・350形　

種別（　　　　　　）種 

野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　・図示による　　

周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　・図示による　　

野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　・図示による　　

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

表面処理

・石綿粉じん

濃度測定

《6.1.4》
測定時期、場所及び測定点

測定方法

　・自動測定器による測定

・JIS K 3850-1に基づいた測定

適

用

測定

名称
測定時期 測定場所

測定箇所数

(各施工箇所ご

と)

・ 測定1

処理作業前

処理作業室内 ・計　　　点

・ 測定2
調査対象室外部の

付近
・計　　　点

・
測定3

処理作業中

処理作業室内 ・計　　　点

・
測定4

セキュリティゾー

ン入口
・計　　　点

・

測定5

集じん・排気装置

の排出口(処理作

業室外の場合)

出口吹出し風

速1m/sec以下

の位置

・計　　　点

・

測定6

処理作業室外

・施工区画周辺

・敷地境界

・計　　　点

・

測定7
処理作業後

(シート養生中)
処理作業室内 ・計　　　点

・
測定8 処理作業後シー

ト撤去後

1週間以降

処理作業室内 ・計　　　点

・
測定9

調査対象室外部の

付近
・計　　　点

測定名称 測定方法

・測定4

・測定5

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）パ

ーティクルカウンター、繊維状粒子自動測

定器（リアルタイムファイバーモニター）

等の粉じんを迅速に測定できる機器を用い

た測定

測定

名称

メンブレンフ

ィルタ直径(mm

)

試料の吸引流量(

L/min)

試料の吸引時間(

min)

・測定4

・測定5
25 5 30

・測定

・
25 10 120

・測定

・
47 10 240

・測定

・

《6.3.2、3》・石綿含有

吹付け材の

除去 　　工法　　　　・　　　　※6.3.2(1)

除去対象範囲　　・図示　　・　

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

　　※湿潤化　　　・固形化

除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有

保温材等の

除去

《6.4.1》

　除去対象範囲　　・図示　・　

　工法　　　　・破砕して除去　・原型のまま手ばらし

　除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　　※湿潤化　　・固形化

　除去した石綿含有保温材等の処分　

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有

成形板の除去

《6.5.1》

除去対象範囲　　・図示

除去した石綿含有成形板の処分

　　・石綿含有せっこうボード

　　　　※埋立処分（管理型最終処分場）

　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

・埋立処分（安定型最終処分場）

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有

仕上塗材

の除去

　《6.6.1》

除去対象範囲　　・図示 ・　

　工法　・集じん装置付き超高圧水洗工法（100Mpa以上）

　　　　・湿式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　　・乾式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　　・剥離剤（薬品）工法

　　　　・超音波ケレン工法

　　　　・　

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

　　・埋立部分（安定型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有の

設備資機材の

除去

アスベスト含有の設備資機材の処理については、取りこわ　

し特記仕様書（電気設備の部）及び（機械設備の部）によ

る。

《6.1.3》・石綿含有建材

の除去工事 　※石綿含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によっ

て石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料

等の使用の有無について調査する。

調査範囲（※施工範囲全て　　・図示　　　　　　）

　貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　・既存図面）

・分析による石綿含有建材の調査

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

　クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

分析方法

　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　採取箇所　　　・図示　　　・　

材料名

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-1またはJI

S A 1481-2

JIS A 1481-3またはJI

S A 1481-4

・　　　箇所 ・　　　箇所

・　　　箇所 ・　　　箇所

・　　　箇所 ・　　　箇所

6

章

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所 設計年月日

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

株 式 会 社

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

工 事 名

ＳＣＡＬＥ

図面名称

№備　　考

Ａ－００４ 特記仕様書　(改修)（その４）０５.０９

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事



配　置　図 Ｓ＝１：６００

案内図

至　弘前市

国道７号線

国
道
280号

線

羽白

工事場所：青森市大字羽白字沢田　地内

西田沢

至　竜飛

陸奥湾

国
道
280号

線

油川

Ｊ
Ｒ
津
軽
線

至　青森市街地

野木和湖

Ｎ

Ｎ

前面道路

駐車場 駐車場

汚水処理場２号棟１号棟 市営団地

駐車場 駐車場

受水槽

集会場
３号棟 市営団地 市営団地前 ４号棟

面

道 地下貯水槽
路

５号棟 ６号棟 ７号棟 市営団地市営団地

駐車場 駐車場 駐車場

駐車場 駐車場 駐車場

８号棟 １０号棟９号棟 市営団地

前面道路

改修建物

備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

０５.０９ 配　置　図Ａ－１０１ 1/600
1/1200(A3)

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事



屋
根
改
修
工
事

外
壁
改
修
工
事

屋根 屋根

部　　　位 改　　　修　　　後新　　　築　　　時　　（竣工　Ｓ５７　1982）

庇庇

庇軒天

軒天

庇軒天

軒天

階段外壁面

根廻り

北外壁面

東・西外壁面

階段外壁面

根廻り

北外壁面

東・西外壁面

バルコニー１Ｆスラブ下面

南、接続東西外壁面

バルコニー１～３Ｆ天井面

バルコニー１Ｆスラブ下面

南、接続東西外壁面

改　　　修　　　前　　（前回改修工事　屋根Ｈ１７　2005　外壁Ｈ１７　2005）

２号棟

バルコニー外壁面

バルコニー４Ｆ天井面バルコニー４Ｆ天井面

バルコニー１～３Ｆ天井面

バルコニー外壁面

亀
裂
補
修

ア
ス
ベ
ス
ト

塗
膜
除
去

　※　⇒：今回工事

アスファルトルーフィング940

型枠用合板ァ12

カラー鋼板ァ0.35　蟻掛葺

カラー鋼板ァ0.35　立平葺

均しモルタルァ30

Ａ：合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材 外装用Ａ類

Ａ：合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材 外装用Ａ類

Ｂ：合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

コンクリート打ち放し仕上

Ａ：合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材 外装用Ａ類

Ａ：合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材 外装用Ａ類

Ｂ：合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

Ｂ：合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

Ｂ：合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

Ｃ：マスチック塗装（アスベスト含有　レベル３）（Ｃ種）

既存カラー鋼板ァ0.35、アスファルトルーフィング２２ｋｇ、一部型枠用合板ァ12撤去の上、

フッ素樹脂塗装鋼板塗装ァ0.4　蟻掛葺、アスファルトルーフィング940、一部ラワン合板（１類）ァ12新設

既存カラー鋼板錆除去、下地調整後

錆止め塗装の上特殊ウレタン樹脂系塗装

高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上

高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上、外装薄塗塗材Ｓi（ケイ酸質系薄付塗材）吹付（砂壁状）

高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上

防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）

高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上

防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）

高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上

グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）

軽量鉄骨下地

セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）

グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）

軽量鉄骨下地

セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）

白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）

高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上、外装薄塗塗材Ｓi（ケイ酸質系薄付塗材）吹付（砂壁状）

高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上、防水型外装薄塗塗材Ｅ吹付（ゆず肌状）

防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）

白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）

防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）

高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上、外装薄塗塗材Ｓi（ケイ酸質系薄付塗材）吹付（砂壁状）

⇒【ＲＢ種下地調整】（錆等除去）

⇒　カラー鋼板ァ0.35　立平葺　撤去

○

○

○

○

○

○

○

○

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

⇒　セメント中空押出成形板ｔ＝15（止金具共）撤去（開口部横コーナー部材そのまま）

全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

複層塗材Ｅ（フッ素）【新設】

可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

全面【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去範囲【下地調整塗材新設】、

両面ガラス繊維混入フライアッシュフェノール樹脂板t=10
（フライアッシュGPボード同等品）、構造用合板t=15下地

【下地調整塗材新設】、複層塗材Ｅ（フッ素）【新設】

既存脆弱部除去、【躯体亀裂補修】の上

既存脆弱部除去、【躯体亀裂補修】の上

既存脆弱部除去、【躯体亀裂補修】の上

既存脆弱部除去、【躯体亀裂補修】の上

既存脆弱部除去、【躯体亀裂補修】の上

既存脆弱部除去、【躯体亀裂補修】の上

既存脆弱部除去、【躯体亀裂補修】の上

ＤＰ（耐候性塗料）塗り（フッ素樹脂）

塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4　立平葺

錆止め塗料塗り（Ｃ種）、塗料種別（Ｅ種）変性エポキシ樹脂プライマー

※

【躯体亀裂補修】は、自動式エポキシ樹脂注入工法にて、既存躯体の亀裂補修を行う。

【下地調整塗材】は、カチオン系とする。

躯体亀裂補修：14.8　m

⇒【アスベスト含有既存脆弱部除去】（下地調整剤共）：集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）

○

【アスベスト含有既存脆弱部除去】（下地調整剤共）：集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）：13.6 m2

備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

工事概要書Ａ－１０２０５.０９

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事
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凡　例

：【アスベスト含有既存脆弱部除去】（下地調整剤共）集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）

（庇）

カラー鋼板ァ0.35　立平葺　撤去、
塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4　立平葺【新設】

（階段室外壁）

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（北面）

外壁：セメント中空押出成形板ｔ＝15（止金具共）撤去（開口部横コーナー部材そのまま）
　　　両面ガラス繊維混入フライアッシュフェノール樹脂板t=10（フライアッシュGPボード同等品）、構造用合板t=15下地

既存（前改修）白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）
　　　　　　　セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）、軽量鉄骨下地、グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（東・西面）

　　　複層塗材Ｅ（フッ素）

既存（改修時）白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　　　　　セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）、軽量鉄骨下地
　　　　　　　グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（バルコニー面）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

既存（前改修）高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上
　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）マスチック塗装（アスベスト含有　レベル３）（Ｃ種）

　　　【下地調整塗材新設】、複層塗材Ｅ（フッ素）【新設】

（バルコニー笠木）

カラー鋼板ァ0.35　撤去、
塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4　【新設】

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去範囲【下地調整塗材新設】、

（階段室外壁）

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（北面）

外壁：セメント中空押出成形板ｔ＝15（止金具共）撤去（開口部横コーナー部材そのまま）
　　　両面ガラス繊維混入フライアッシュフェノール樹脂板t=10（フライアッシュGPボード同等品）、構造用合板t=15下地

既存（前改修）白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）
　　　　　　　セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）、軽量鉄骨下地、グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（東・西面）

　　　複層塗材Ｅ（フッ素）

既存（改修時）白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　　　　　セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）、軽量鉄骨下地
　　　　　　　グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（バルコニー面）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

既存（前改修）高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上
　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）マスチック塗装（アスベスト含有　レベル３）（Ｃ種）

　　　【下地調整塗材新設】、複層塗材Ｅ（フッ素）【新設】

（バルコニー笠木）

カラー鋼板ァ0.35　撤去、
塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4　【新設】

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去範囲【下地調整塗材新設】、

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

（南面）

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

（南面）

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

　　　【アスベスト含有既存脆弱部除去】（下地調整剤共）：集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）

　　　【アスベスト含有既存脆弱部除去】（下地調整剤共）：集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）

備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

1/100
1/200(A3)

Ａ－１０３０５.０９ １・２・３階平面図

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事
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屋根伏図（改修前）
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凡　例

：【アスベスト含有既存脆弱部除去】（下地調整剤共）集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）

（階段室外壁）

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（北面）

外壁：セメント中空押出成形板ｔ＝15（止金具共）撤去（開口部横コーナー部材そのまま）
　　　両面ガラス繊維混入フライアッシュフェノール樹脂板t=10（フライアッシュGPボード同等品）、構造用合板t=15下地

既存（前改修）白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）
　　　　　　　セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）、軽量鉄骨下地、グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（東・西面）

　　　複層塗材Ｅ（フッ素）

既存（改修時）白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　　　　　セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）、軽量鉄骨下地
　　　　　　　グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

（バルコニー面）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

既存（前改修）高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上
　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）マスチック塗装（アスベスト含有　レベル３）（Ｃ種）

　　　【下地調整塗材新設】、複層塗材Ｅ（フッ素）【新設】

（バルコニー笠木）

カラー鋼板ァ0.35　撤去、
塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4　【新設】

屋根・唐草・破風・雨押え：【ＲＢ種下地調整】（錆等除去）
　　　　　　　　　　　　　ＤＰ（耐候性塗料）塗り（フッ素樹脂）
　　　　　　　　　　　　　錆止め塗料塗り（Ｃ種）、塗料種別（Ｅ種）変性エポキシ樹脂プライマー
既存

　　　　　　　　　　　　　アスファルトルーフィング940
屋根・唐草・破風・雨押え：カラー鋼板ァ0.35　蟻掛葺

　　【躯体亀裂補修】の上
　　可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上

煙突　６ヵ所

既存（改修時）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）

屋上マンホール：既存のまま
屋根雪割れ部：既存カラー鋼板ァ0.35　撤去、
　　　　　　　塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4　【修繕新設】

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去範囲【下地調整塗材新設】、

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

（南面）

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素） 　　　【アスベスト含有既存脆弱部除去】（下地調整剤共）：集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）

備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

1/100
1/200(A3)

０５.０９ ４階平面図・屋根伏図Ａ－１０４

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事



北側立面図　　　　Ｓ＝１： １００
西側立面図　　　　Ｓ＝１： １００

GL

1FL

2FL

3FL

4FL

RFL

最高高さ

　　　

南側立面図　　　　Ｓ＝１： １００
東側立面図　　　　Ｓ＝１： １００

GL

1FL

2FL

3FL

4FL

RFL

最高高さ

　　　

２

２

13
,1

70

1,
05

0
2,

65
0

2,
65

0
2,

65
0

2,
67

5
1,

49
5

1,
05

0
2,

65
0

2,
65

0
2,

65
0

2,
67

5
1,

49
5

10,600

5,000 4,400 1,200

51,900

13
,1

70

1,
05

0
10

,6
25

1,
49

5

2,
65

0
2,

65
0

2,
65

0
2,

67
5

2,400 14,100 2,400 14,100 2,400 14,100 2,400

51,900

1,200 1,200 4,350 2,700 2,700 4,350 1,200 1,200 4,350 2,700 2,700 4,350 1,200 1,200 4,350 2,700 2,700 4,350 1,200 1,200

10,600

1,200 4,400 5,000

1,
05

0
2,

65
0

2,
65

0
2,

65
0

2,
67

5
1,

49
5

凡　例

：セメント中空押出成形板撤去
　両面ガラス繊維混入フライアッシュフェノール樹脂板t=10（フライアッシュGPボード同等品）新設

：集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）

（東・西面）

　　　複層塗材Ｅ（フッ素）

既存（改修時）白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　　　　　セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）、軽量鉄骨下地
　　　　　　　グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

県マーク・棟番号：トップコート吹付　７５０×７５０

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

（南面）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

（階段室外壁）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

　　　全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

（北面）

外壁：セメント中空押出成形板ｔ＝15（止金具共）撤去（開口部横コーナー部材そのまま）
　　　両面ガラス繊維混入フライアッシュフェノール樹脂板t=10（フライアッシュGPボード同等品）、構造用合板t=15下地

既存（前改修）白色系エポキシプライマーの上、透湿性防水形仕上塗材Ｅ（平吹き仕上げ）
　　　　　　　セメント中空押出成形板ｔ＝15（金具止工法）、軽量鉄骨下地、グラスウール（撥水タイプ 32㎏／ｍ３）ｔ＝50（スピンドルピン止め）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

　　　【下地調整塗材新設】、複層塗材Ｅ（フッ素）【新設】

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

（根廻り）

　　（新築時）コンクリート打ち放し仕上

　　【躯体亀裂補修】の上
　　可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上

煙突　６ヵ所

既存（改修時）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）

屋根・唐草・破風・雨押え：【ＲＢ種下地調整】（錆等除去）
　　　　　　　　　　　　　ＤＰ（耐候性塗料）塗り（フッ素樹脂）
　　　　　　　　　　　　　錆止め塗料塗り（Ｃ種）、塗料種別（Ｅ種）変性エポキシ樹脂プライマー
既存

　　　　　　　　　　　　　アスファルトルーフィング940
屋根・唐草・破風・雨押え：カラー鋼板ァ0.35　蟻掛葺

屋上マンホール：既存のまま
屋根雪割れ部：既存カラー鋼板ァ0.35　撤去、
　　　　　　　塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4　【修繕新設】

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付タイルＥ　ヘッドカット仕上

　　　全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

（根廻り）

　　（新築時）コンクリート打ち放し仕上

外壁：【水洗い】（10MPa程度）、【外壁等の事前調査】

（手摺壁）

　　　　　　　下地調整（セメント系フィラー）の上
既存（前改修）高圧水洗浄後

　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）コンクリート打ち放し仕上

　　　全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

（庇）

カラー鋼板ァ0.35　立平葺　撤去、
塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4
立平葺【新設】

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、 　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素） 　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、 （バルコニー笠木）

カラー鋼板ァ0.35　撤去、
塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4　【新設】

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去、全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）

350×600　SUS304　10Φ 7段×25列
ステンレス製床下換気孔　t=0.5【新設】

（庇）

立平葺【新設】

カラー鋼板ァ0.35　立平葺　撤去、
塗装溶融55％アルミ亜鉛合金メッキァ0.4

：撤去の上、新設（ポリウレタン系  PUー2  15×20）
打継ぎ目地シーリング

サッシ廻りシーリング
：撤去の上、新設（変成シリコーン系  MSー2  10×15）

：撤去の上、新設（変成シリコーン系  MSー2  10×15）
サッシ廻りシーリング

（バルコニー面）

　　　【躯体亀裂補修】、既存脆弱部除去範囲【下地調整塗材新設】、
　　　全面可とう形改修塗材Ｅ（フッ素）【新設】

既存（前改修）高圧水洗浄後、下地調整（セメント系フィラー）の上
　　　　　　　防水型複層塗材Ｅ吹付（凸凹模様）
　　（新築時）マスチック塗装（アスベスト含有　レベル３）（Ｃ種）

　　　【アスベスト含有既存脆弱部除去】（下地調整剤共）
　　　：集塵装置付き水併用ディスクグラインダーケレン工法（アスベスト除去工事）

備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

1/100
1/200(A3)

立面図Ａ－１０５０５.０９

県営住宅（野木和団地）２棟 屋根・外壁改修工事
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設計年月日

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所株 式 会 社

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

工 事 名

ＳＣＡＬＥ

図面名称

№備　　考

Ａ－１０６

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事



北側外壁開口部詳細図（２Ｆ～４Ｆ、北側和室） Ｓ＝１：１０

改
　
修
　
前

改
　
修
　
後

セメント中空押出成形材　厚15（止め金具共）：撤去

セメント中空押出成形材　出隅材　厚20：既存のまま

和室

セメント中空押出成形材　厚15（止め金具共）：撤去

セメント中空押出成形材　出隅材　厚20：既存のまま

撤去： ：撤去

（フライアッシュGPボード同等品）、構造用合板t=15下地
両面ガラス繊維混入フライアッシュフェノール樹脂板t=10

（フライアッシュGPボード同等品）、構造用合板t=15下地
両面ガラス繊維混入フライアッシュフェノール樹脂板t=10セメント中空押出成形材　出隅材　厚20：既存のまま

：新設新設：

和室

セメント中空押出成形材　出隅材　厚20：既存のまま

140 140

140140

備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

０５.０９ 雑詳細図　１Ａ－１０７ 1/10
1/20(A3)

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事



駐車場

２号棟

４号棟駐車場

入居者出入口確保

入居者出入口確保

入居者出入口確保 入居者出入口確保 入居者出入口確保

凡　例

　養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類（成形鋼板部分除く）

：仮囲い
　枠組本足場の外周部に成形鋼板 H=2000にて仮囲いを行う。
　建物出入口等は適宜養生の上、常時通行可能な状態を維持する事。

：枠組本足場(手すり先行方式) W=900 H=11.40m

：枠組本足場(手すり先行方式) W=900 H=12.70m（平均）

　成形鋼板 H=2000 L= 141 m

備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

1/100
1/200(A3)

工 事 名

仮設計画図Ａ－１０８０５.０９

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事



電気設備工事　特記仕様書（１）
ＳＣＡＬＥ

備　　考 №

図面名称

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一 級 建築 士登 録第 １８ ７１ ８９ 号　 石岡 　明 彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

Ｅ－０１ A1
A3

４．指定部分

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

○

○ 範囲：　　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日

なし

あり

○ 材 料 、 撤 去 材 等 の 運 搬 方 法 （ 建 築 工 事 編 2.2.1　 表 2.2.2に よ る 。 ）

○ 既設部分の養生

○ 仮設間仕切り

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

○種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

○種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種

行う○
○ 行わない

（ ビニルシート等○ ○ ）

各
　
　
　
設
　
　
　
備

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

備　　考

○

○
○
○
○

情報表示設備

テレビ共同受信設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

火災報知設備

駐車場管制設備

電熱設備

受変電設備
電力貯蔵設備

雷保護設備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

映像・音響設備

構内交換設備

発電設備

電灯設備

電気自動車用充電設備

拡声設備

構内通信線路
構内配電線路

○

工　　事　　種　　目
屋　外

○ 動力設備

記　　　号

Ｃ
Ｄ

　 接 地 極 の 種 別 は 下 記 を 標 準 と し EBの 長 さ は 1,500mmと す る 。 た だ し 、 D=10は 1,000mm、 W=30は 1,200mm
表１「接地極一覧表」

避雷器用（低圧用）
避雷器用（高圧用）

共　同　接　地

構内交換機（陽極用）
本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測定用補助接地極

Ｄ　種　接　地
Ｃ　種　接　地
Ｂ　種　接　地
Ａ　種　接　地

雷保護用接地
雷保護用接地

防犯装置用 Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ

Ｌ Ｈ
Ｌ Ｌ
Ｏ

Ｄ ｔ

Ｌ ｔ

ｔ
Ａ ｔ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ
Ｅ

Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ａ

Ｌ Ａ
Ｌ Ａ

Ｅ ＥＡ共　同　接　地
Ｅ ＥＡ

避雷器用（モデム用） ＥＭ Ｄ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　１０Ω以下
　１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下

　　　Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

　１０Ω以下

　１０Ω以下
　　　Ω以下

１００Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下
　　　Ω以下
接地抵抗値

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×　連－　組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

接地極の規格、数量
ＥＰ×２

　１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組ＥＤ
ＥＬＨ

１００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１１００Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下

　　　Ω以下
１００Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　　　Ω以下

漏電遮断器回路 Ｅ E L ５００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
　１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

アンテナ保安器 ＥＬ ｔ○ １００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１１００Ω以下

とする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

○ 電源周波数

支持金物
　・固定金具

はつり

非破壊検査

あと施工アンカー

撤去跡の補修

既存施設等の復旧

○

○

○

○

○

５０ＨＺ

　はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

　イ）放射線透過検査等による埋設物の調査　
　ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。　

　　　　　　　　　　　　　金属拡張系アンカー
　イ）あと施工アンカー　　接着系アンカー 　（　接着剤（有機系））

　（　本体打込み式　　）
　ロ）試　　験　　　　　　性能確認試験 ○ 行う ○ 行わない
　　　　　　　　　　　　　施工後確認試験 ○ 行う ○ 行わない

　機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。

　施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。

　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレ
　　　ス製（ＳＵＳ３０４）とし、屋外機器のアンカーボルトのナットには
　　　ナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。
　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

○ 既存盤の改修

各機器の個別運転後に下記の設備について総合動作試験を行い、
試験成績書を監督職員に提出する。

○ 照明制御装置 受変電設備○ 電力貯蔵設備
○ 発電設備 ○

○
○

分電盤○ ○
○ 下記盤類の改修等は、製造者等による作業とする。

○ ○制御盤 受変電盤

○ 盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。

総合動作試験○

○ 電線・ケーブル

厚鋼電線管

合成樹脂製可 とう管

電線本数、管 路など

インサート

○

○

○

○

新設する電線類は、図面に「ＥＭ－○○」の記載がなくとも、ＥＭ電線、
ＥＭケーブルを使用する。

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本
数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

○ フラッシプレート

フロアプレート○

○ 金属製（ステンレス、新金属も含む） 樹脂製○

○ アルミ製 銅合金製○
水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

○ 接地極の種別及び
位置表示

塗装○

居　室○（ ○

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。

○ 居室に設置する分電盤は指定色塗装を施す。
○ 下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

○ ○

○ 図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。

）

機器取付高さ○

タンブラスイッチ○

ＯＡフロアー用○
配線器具の蓋

ネーム付きとする。

○ アルミ製 ○ 樹脂製

○ ﾊ ｰ ﾈ ｽ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ用
O A ﾀ ｯ ﾌ ﾟ

特 記 の 無 い ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用 Ｏ Ａ ﾀｯﾌﾟは 次 の 仕 様 と す る 。
　 2Ｐ 15Ａ (接 地 極 付 抜 止 形 )× 4 ｺｰ ﾄﾞ3ｍ (ﾏ ｸﾞﾈｯﾄ付 )通 電 表 示 灯 付

○ 人感センサー用
プレート

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

　参考文例：「人の動きを検知して点灯します。一定時間動きがなければ消
　　　　　　　灯しますので、その際は再度身体を動かしてください。」
　　　　　　　　注意プレート設置室：

　材質：アクリル　　文字：印刷文字

分電盤

○ 埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の
場合（ＰＦ２２）を１本、５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井ま
で立上げる。

○ 分電盤 の分岐回路 に使用する配 線用遮断器 及び漏電遮 断器は、 JIS協約形
の １ Ｐ サ イ ズ (10 0 V2 P 1E , 20 0 V2 P 2E )と す る 。

○

○

制御盤 配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。

○ ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ付
ﾘ ﾓ ｺ ﾝ ﾘ ﾚ ｰ

天井内に取付けるターミナルユニット付リモコンリレーの設置場所は、原
則として点滅系統内の第１照明器具近傍とする。
ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

○ ＬＥＤ照明器具 ＬＥＤ照 明器具の制御装置記号が特記 されていないものは「一般形 (ＬＮ )」
とする。

○ 照度測定○ 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 仮設工事 ○
足場その他

本工事で設置する。
　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当
たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立
て 等 に関 す る基 準 」に お ける 2の (2)手す り 据置 方 式又 は (3)手す り 先行
専用足場方式により行う。

内部足場 種別 脚立、足場板等○ ○
○

○
外部足場

防護シート ○ 設置する。 ○ 設置しない。
○種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

○

○

便　所（計　　枚）○ （計　　枚）○

○
（非常用の照明装置）

照度測定 非常用の照明装置の照度測定箇所は工事全体で計　　　　箇所以上とし、
監督職員に報告する。

寸 法 ： W=1 80 m m程 度 ,H = 5 0m m程 度

ｱｽ ﾍ ﾞｽ ﾄ含 有 製 品○
調査

　イ）撤去機器、器具等についてアスベスト含有製品調査を行い、監督職員
　　　に報告する。
　　　　調査範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　調査方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位
　　　及びサンプル数は監督職員と協議する。
　　　なお、調査にかかる費用は、　　本工事　　　　別途　　　とする。

○
○　 　 　 型 番 確 認 の上 、 製 造 者 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

○
○

○ ○

表２「機器取付高さ」

地上～
測　　点

鏡上端～中心

廊下表示灯 床上～中心

床上～中心

壁掛形制御盤

制 御 用 ｽｲｯﾁ

呼 出 し ﾎﾞﾀﾝ

壁 付 ｲﾝ ﾀｰ ﾎﾝ (親 機 )
壁 付 ｲﾝ ﾀｰ ﾎ ﾝ

開閉器箱

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ﾌﾞﾗ ｹ ｯ ﾄ (一 般 )

ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ(厨 房 )
ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ(車 庫 )
ｺﾝ ｾ ﾝﾄ (機 械 室 )

ﾌ ﾞ ﾗ ｹ ｯ ﾄ (踊 場 )
ﾌ ﾞ ﾗ ｹ ｯ ﾄ (鏡 上 )

ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ(屋 外 ) 地上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

ｺﾝｾ ﾝ ﾄ(和 室 )

分　電　盤

ｺﾝｾ ﾝ ﾄ(一 般 )

ｽｲ ｯ ﾁ (一 般 )

ｽｲ ｯ ﾁ (和 室 )

ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ(台 上 )

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心
台上～中心

床上～中心

機　　　　　器

積算用計器

ｺﾝｾ ﾝﾄ (車 椅 子 用 ) 床上～中心
ｽｲｯﾁ (車 椅 子 用 )

共
通

電
　
　
　
　
　
　
灯

誘
導
支
援
等

天井～上端 　 　 200機器収容箱

ﾃﾚﾋﾞ端 子 (一 般 )
ﾃﾚﾋﾞ端 子 (和 室 )

都 市 ｶﾞｽ用 (重 質 )
都 市 ｶﾞｽ用 (軽 質 )
液 化 石 油 ｶﾞｽ用

　 1, 3 0 0

　 1, 1 0 0

　 1, 1 0 0

　 1, 3 0 0

　 1, 3 0 0

　 1, 5 0 0

発　信　機
機器収容箱

表　示　灯
警 報 ﾍﾞﾙ

受　信　機
副受信機

床上～上端 　 　 300
天井～上端
床上～上端 　 　 300

　 　 150

床上～操作部
床上～操作部

床上～操作部
床上～操作部

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

　 2,3 0 0
　 2, 1 0 0

　 80 0～ 1, 5 0 0
　 80 0～ 1, 5 0 0

　 　 150
　 　 300

　 80 0～ 1, 5 0 0
　 80 0～ 1, 5 0 0

端 子 盤 (EPSな ど )
端子 盤 (廊 下 ,室 内 )

壁 付 ｱｳ ﾄﾚ ｯﾄ (一 般 )
壁 付 ｱｳ ﾄﾚ ｯﾄ (和 室 )

壁 付 ｱｯ ﾃﾈ ｰ ﾀ
壁 付 形 ｽﾋﾟｰ ｶ

ﾍ ﾞ ﾙ , ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ , ﾁ ｬ ｲ ﾑ
壁 付 押 ﾎﾞﾀﾝ(一 般 )

壁 付 ｱｳ ﾄﾚ ｯﾄ (一 般 )
壁 付 ｲﾝ ﾀｰ ﾎﾝ (一 般 )

1 , 0 0 0～ 1, 3 0 0

2 , 0 0 0～ 2, 5 0 0
2 , 1 0 0～ 2, 3 0 0

　 　 150

　 1, 3 0 0
　 80 0～ 1, 0 0 0

　 50 0～ 1, 0 0 0
壁付発信機
情報表示盤

　 1,3 0 0

　 1, 2 0 0

1 5 0～ 20 0
　 　 150
　 　 300

　 　 1,5 0 0

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心

　 1,3 0 0
　 1, 3 0 0

　 1, 3 0 0
　 2, 3 0 0
　 1, 3 0 0

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～下端
床上～中心

床上～中心
　 　 150

　 1, 3 0 0
天 井 高 × 0.9
天 井 高 × 0.9

　 　 300

　 1, 5 0 0
　 　 300

取 付 高 (mm)

1 , 8 0 0～ 2 , 0 0 0 集合保安器箱 天井～上端 　 　 200

　 1, 5 0 0床上～中心機 器 収 容 箱 (EPS)

　 　 900

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(親器) 床上～中心 　 1,4 0 0床上～中心
ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機) 床上～中心 約 1,3 5 0

イ
ン
タ
｜

火
災
報
知

テ
レ
ビ

表
示
等

時
計
拡
声

電
　
　
　
話

注）天井 高 3,000ｍ ｍ以上の 場合及び 上記取付 高さにお いて機器 の使用に支 障が生じ る場合は 、監督職 員

壁付電話機 床上～中心 　 1,3 0 0

天 井 高 × 0.9

動
　
力

　　窓中心

(上限1,900以下)

　 　 1,5 0 0
(上限1,900以下)

(多 機 能 ﾄｲﾚ用 )

(玄 関子 機 )

(復 旧 ﾎﾞ ﾀﾝ付 )

機　　　　　器 測　　点 取 付 高 (mm)

　 　 1,5 00
(上端1,900以下)

ガ
ス
漏
れ

　
検
知
器

　　と協議する。

ホ
ン

引込開閉器 床上～中心 1 , 8 0 0～ 2 , 2 0 0

雷
保
護

受
変
電

試験用接地端子箱 床上～下端 　 　 800

接地端子箱 床上～中心 　 　 500

ｽｲｯﾁ (自 動 ド ア ) 床上～中心 　 1,3 0 0

「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量３００ｇ／㎡以上）」仕上げとする。
屋外、及び地下ピットで使用する厚鋼電線管のうち特記のないものは

合 成樹脂製可と う管はＰＦ管 （一重管）と し、温度によ る分類はタイ プ－２５
とする。

　 　 900、 400
(各 1個 )

一般照明の照度測定箇所は、下記によるものとし監督職員に報告する。
明るさセンサが設置される部屋は、センサ１個につき１箇所以上
明るさセンサが設置されない部屋は、工事全体で計　　　　箇所以上

○
○

○ 盤類の改修前と改修後に関連する器具類、回路等の動作確認試験を行い、
試験成績書を監督職員に提出する。

○ 中央監視制御設備 ○ ○

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を○

○

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記

（２）機械設備工事を本工事に含む場合は、機械設備工事は機械設備の部の特記仕様書を適用する。

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。○

○ （１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

　　　⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

　　　発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は証明となる資料

Ⅱ．工事仕様

　　　ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が

　項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

項　　目 特　　　記　　　事　　　項

１．共通仕様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準用

電気工事士

電気工作物保安規程

　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）

　　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）

○

○

○

風圧力

積雪荷重

　○

　○

風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）
地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）

建設省告示第１４５５号における区域

適  用  区  分

機材の品質等

　　　①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。
　　　②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　　　③　安定的な供給が可能であること。

　　　⑤

　　　仕様書等のうち、●印が付いたものを適用する。

　　　なお、機械設備の部の特記仕様書は（　　／　　）図による。

別表（　　　　　　　　　　　）

　行う。

　　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　　　を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　　等の提出を省略することができる。

　　　　　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
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（２） 横引き配管等 の耐震支持は 、施設の耐震 安全性の分類 に応じたもの とする。

耐　震　施　工○

施工範囲　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。他工事との取合い

　①設計用水平地震力

　１．０

　・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階とする。

　機器の重量［ｋＮ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　なお、特記なき場合は設計用標準水平震度は次による。

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階 　２．０ 　１．５ 　１．５

中間階

地階・１階

○ 配電盤 発電装置（防災用）
　・重要機器は次のものを示す。

○

機器種別

機器
防振支持の機器

水槽類
屋上

及び塔屋
　０．６　１．５ 　１．０ 　１．０機器

防振支持の機器
水槽類
機器

防振支持の機器
水槽類

　２．０
　２．０

　２．０
　１．５

　２．０
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．０

　１．０
　０．６
　０．４　１．０ 　０．６ 　０．６

　１．０
　１．５

　１．０
　１．０

　１．０
　１．０

　０．６
　０．６

　・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

　　特定の施設 　　一般の施設

直流電源装置
○ 交流無停電電源装置 交換装置○ 自動火災報知受信機
○ ○

　②設計用鉛直地震力
　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

○
○
○

機　材　名 製造業者等名

分電盤

高圧交流遮断器
高 圧ス イッ チギ ア（ PW形 ）
高 圧ス イッ チギ ア（ CW形 ）
キュービクル式配電盤

照明制御装置

制御盤

高圧変圧器（特定機器）
高圧進相コンデンサ
高圧限流ヒューズ
高圧負荷開閉器
交流無停電電源装置

中央監視制御（監視制御装置）

太陽光発電装置
監視カメラ装置

可変速運転用インバータ装置

LED照明 器具 （ 一般 屋内 用に 限る 。）

（パワーコ ンディショナ及び系 統連系保護装置）

環境への配慮○

　・水槽類には燃料小出タンクを含む。

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
　　（平成１２年法律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に

中央監視制御装置

駐車場管制設備 防犯 ･入 退室 管理 設備

　　　関する基本方針（令和４年２月閣議決定）」に定める特定調達品目「
　　　公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものとす

　東北地方整備局制定の営繕工事事業用電気工作物保安規程を　　する。

（以下「標準仕様書」という。）

　　（以下「改修標準仕様書」という。）

（以下「標準図」という。）

　　　る。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
　　　性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

　　　　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

　　　　②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含

　　　　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２

　　　　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

　　　　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な
　　　　　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

　　　　　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添

　　　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
　　　　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア

　　　　　　区分に応じた材料を使用する。

　　　　　　有量が少ない材料を使用する。

　　　　　　加されていない材料を使用する。

　　　　　　類等は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発
　　　　　　散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

○

各
　
　
　
設
　
　
　
備

（１）設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。
　ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法
　を採用する場合はこの限りではない。

１．工事場所

Ⅰ．工事概要

建物名称 構 造 階 数
地上 地下 塔屋 備考

２．建物概要
建築基準法上の
延面積(㎡)

消防法施行令
別表第１の区分

（電気設備の部）

建築工事特記仕様書による。

改設一式

外灯設備を含む

　　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）

建築工事特記仕様書による。

ＲＣ ４ ５項（ロ） 既存１棟

宿　舎

０５.０９

1,815.78

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事特記仕様書

２号棟

改設一式

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事



○

ＳＣＡＬＥ

備　　考 №

図面名称

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一 級 建築 士登 録第 １８ ７１ ８９ 号　 石岡 　明 彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

A1
A3

　  8時間以上録画又は録音のできる記憶容量

　  あり（  ○  別途　○  本工事）

発
　
　
電
　
　
設
　
　
備

　  低圧

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項
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通
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項

○

○

○

計上しない

計上する（想定契約電力　　 kw、想定期間　　ヶ月間）

○

○

○

○

○

電気方式

分岐：単相　　線式　　 V

分岐：単相　　線式　　 V

連続調光形LEDとす

る室名等

室名（　　）

誘導灯 ● 電池内蔵形

電
　
　
灯
　
　
設
　
　
備 ○非常用照明器具 ● 電池内蔵形

○

トレット

動
　
　
力
　
　
設
　
　
備

○電気方式 幹線：三相　 3線式　 200V

分岐：三相　 3線式　 200V

警報盤○ ●

● 埋込連用形配線器具電磁開閉器用押釦

機器への接続 電動機等への接続は本工事とする。

○電動機等の接地 図示以外は金属管接地とする。

○総合動作試験 無

電
　
　
熱
　
　
設
　
　
備

○電気方式

○発熱線 ●

○ ○

○

第2種

幹線：　相　　線式　　 V

分岐：　相　　線式　　 V

○

○

表玄関ポーチ　　約　　㎡

　　　　　　　　約　　㎡

　　　　　　　　約　　㎡

○

○

○ Ⅰ Ⅱ○ Ⅲ○ ○ Ⅳ

○ 電池別置形

○ 電池別置形

○ 外部固定形

○ アルミ製

○

○ 第 4種

○ 有（　　）

○ ○突針 水平導体 ○ 構造体利用（　　）○ メッシュ導体

○

引下げ導線○●

雷
　
　
保
　
　
護
　
　
設
　
　
備

○

建築構造体利用● ○ 接地極埋設

○

○

低圧：三相　 3線式　 200V

低圧：単相　 3線式　 100V/200V

○ 屋外用（材質（

○ ○　  高圧交流遮断器 (CB)●

定格遮断電流　　kA以上

○

○

壁掛式（電源装置　●  内蔵　○  別置）

○○ 　  モールド（  ○　　）

○ ○

油入（  ●  屋外キュービクル　○　　）

建築構造体利用避雷導線

施工場所及び面積

高圧：三相　 3線式　 6kV

保護レベル

受雷部

接地極

電気方式

配電盤

主遮断装置

設備容量

変圧器

進相用コンデンサ

自動力率制御装置○

高圧

● 無効電力検出方式 ○　  力率検出方式

限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器 (PF-S)

ハイテンションアウ

変圧器総容量：　　kVA

盤類据付方法：

構
　
内
　
交
　
換
　
設
　
備

○

○　  キュービクル式○

○

形式 ● 簡易形 ○ 　オープン形

発電機

定格出力：　　 kVA

電圧：　　 V

電気方式：三相 3線式　 50Hz

○原動機 　  ディーゼル ○　  ガスタービン ○　  マイクロガスタービン

○　  ガスエンジン

定格出力：　　 kW(PS)以上

定格出力：　　 kVA

形式：

方式等： ● ○　  空気式　  電気方式　始動方式

● ○

●

　冷却方式 　  ラジエータ式 　  水冷循環式

　冷却水 　  不凍液を混合した水道水 ○　  水道水

排気系統配管

●

断熱材：　  ロックウール ○

厚さ等：　  75mm● ○

○

○燃料 ○　  軽油 　  灯油 　  A重油○ ○ ○　 燃料ガス（●  燃料小出槽　 ﾘｯﾄﾙ）

○ ○　  なし主貯油槽 (地下 )：

種類：

太陽光発電装置 太陽電池アレイ公称電力：　　 kW○

電気方式：　相　線式

定格出力：　　 kW

交流出力電圧：　　 V

○電話交換機 　  ボタン電話装置○　  電子交換●形式： 　  PBX○ ○　  VoIPｼｽﾃﾑ

回線数：　  内線　 /　回線 　  局線　 /　回線 　  専用データ（　　回線）○ ○ ○

○ 主装置等の撤去（支障時の取り扱い：　　）

電話機 ○

○

本工事 ○

ボタン電話機 ○　  多機能電話機 　 内線電話機○

○ デジタルコードレス電話機

電話機への配線○

○

電話機 1台につき、次のものを見込む。

○

○　  EM-BTIEE0.4-2P（  ○  20m　○　　 m）

　  EM-TIEF0.65-2C（  ○  20m　○　　 m）

　  別途工事

○

○

○

直流電源装置 ● 非常照明器具電源・受変電設備制御電源共用

非常照明器具専用

受変電設備専用

○蓄電池

○

(UPS)

○

○

○

鉛蓄電池（  ○  HS　○  MSE　○　　）

アルカリ蓄電池（ ○  AH　○  AMH　○  AHH　○　　）

リチウムイオン電池（  ○　　）

　 ラインインタラクティブ方式○　  常時インバータ給電方式給電方式：●

○

方式：

電圧：

容量：

○

○ ○ 　単相 2線 ○

○

 　単相3線  　三相 3線

 　100V  　 200V

○　  常時商用給電方式

 　 200/100V

交流無停電電源装置

　　　 kVA

補償時間：　　分以上 電解液処理：

○

アウトレット

○ ●

● 銅合金製 　  アルミ製○

保安器用接地○ ○ 本工事 ○

○

設備

構内情報通信網

　  別途工事

○ イーサネット（方式：　　） ○　  無線 LAN（方式：　　）

拡声設備○

　 卓上形 ○ 　キャビネットラック形

○ ○ ○　 一般用 　  非常用 　  併用

情
　
報
　
表
　
示
　
・
　
拡
　
声
　
そ
　
の
　
他
　
通
　
信
　
設
　
備

電
　
　
力
　
　
貯
　
　
蔵
　
　
設
　
　
備

自
　
　
動
　
　
火
　
　
災
　
　
報
　
　
知
　
　
設
　
　
備

中
　
央
　
監
　
視
　
制
　
御
　
設
　
備

本受電後の基本料金

耐震措置

構
　
　
内
　
　
配
　
　
電
　
　
線
　
　
路

ローテーション 一般電話用　　個（ ○  納入する　○ 取付ける） 工事範囲○

○

○ ○ ○　  配線 　 機器類

電気方式○

低圧：三相　 2線式　100V

低圧：　相　  線式　　  V

○ ○ ○ ○ ○ ○PLP 　  FEP 　  PE 　  GLP 　  GLT

敷設方法○ ○●

○ ○ ●

○

○

○

○

標識シートの埋設

柱上機器 ○

●

●

●

○

● ○

 　 高圧低圧

 　 GP

地中埋設式 　 架空線式

　  特別高圧

高圧負荷開閉器：　  一般用

　 地絡継電器付（

　  耐重塩じ ん用

　 一般用 　  耐塩用避雷器：

高圧カットアウト、碍 子等：

●  方向性　○  無方向性）

高圧：三相　 3線式　6kV

　  耐塩用

処理

高圧ケーブルの端末 屋外側：

●

●

○

○　  耐塩用

　  一般用

　  一般用

○外灯設備 定格電圧：　　 V　　W○

○ ポール内には、配線用遮断器（トリップ機構無し）を設ける。

その他○ 東北電力 (株 )外線工事基準（架空線編）に準ずる。

○工事範囲

配管路（材質）

用途

管路

○ ○

○

○

○

管路

○ 電話用○ 　時計･拡声用 　  火災報知用 　  情報通信○ ○ ○

　  配線

○ ○ ○ ○ ○ ○　 FEP 　  PE 　  GLP 　  GLT 　 GPPLP配管路（材質）

敷設方法

○

●

架空線式

地中埋設式（標識シート ●  埋設しない ○  埋設する）

映像・音響設備○ 増 幅 器 ： 　 　 W○

○

○

○

○

　  背面投写式○

スクリーンサイズ：　　インチ

レコーダー：

プロジェクタ：

情報表示設備

●

●

○ 　  多線直接式 　  パルス伝送式○ ○出退表示盤：

○ 親時計：　　回線

○

○

 　時刻補正： ○ ○　  標準電波方式 　  FMﾗｼﾞｵ方式 ○　  GPS方式

○　 電子式チャイム組込み

●　 壁掛式 　  自立形

○　  プログラムタイマー組込み

○

誘導支援設備○ ○ 庁舎内連絡用  　身体障害者用 　  夜間受付用 　  エレベーター用○ ○ ○

○テレビ共同受信

設備

○

○

○

　  CSA-テレビアンテナ：○　  AU- 　  CSBSA-○ ○

地上波アンテナマスト： 　  自立形

　  自立形

○

○

　  壁面取付形●

　  壁面取付形●BS・ CS用アンテナマスト：

○ 工事着手前アンテナの設置予定位置における電界強度等の調査測定をし、

監視カメラ設備○ ○ ○

○

白黒方式 　  カラー方式

○　  専用回線方式

○駐車場管制設備

ネットワーク接続方式

検知器：○ 　  光線式 　  ループコイル式○ ○

設備

防犯・入退室管理 接地工事：○ ○　  本工事 　  別途工事 ○

時刻補正： 　  時刻補正装置○ ○ ○

○

　  親時計

自動火災報知装置 ○ 受信機：　　型　　級　　回線
○　 壁掛形  　自立形○

　 単独 　  複合盤（自火報　　回線、自動閉鎖　　回線、

副受信機：　　回線○

機器収容箱：○ ○ 　専用形（  ○  埋込形　○  露出形）

　  屋内消火栓箱に組込み○

非常警報装置○ 埋込形 　  露出形○ ○

緊急地震放送： ○　  行う　  行わない●

自動閉鎖装置○ ○ 連動制御器　　回線（遠方復帰機構：　　回線）

○ ○

○　 単独（  ○  壁掛形　○  自立形） ○

自動閉鎖機構○

○　 防火戸用（本工事、電磁式又はラッチ式、 DC24V、 0.6A以下）

○

○

受像の可否を判定した報告書を提出する。

　ガス漏れ警報　　回線）

　 防煙ダンパ用 (別途工事、瞬時通電式又は電動式、 DC24V、 0.6A以下、

　遠方復帰機構（電動式）、 DC24V、 0.7A以下）

 　防火シャッター用（別途工事、 DC24V、 0.6A以下）

　 排煙ダンパ（別途工事、排煙機運転用連動機構付）○

○ 自動開放機構

○ガス漏れ警報装置 ○ 受信機：　　型　　回線（  ○  都市ガス用　○  液化石油ガス用）

○　 単独（  ○  壁掛型　○  自立形）

　  自火報受信機等との複合盤

　  自火報受信機等との複合盤○

○ ○ ○ ○ ○動 力 設 備 　  自家発電設備 　  火災報知設備監視制御対象設備

監視操作装置○ 空調○ ○　  衛生

監視制御装置○ ○ ○ ○ ○　  Ⅱ型 　  Ⅲ型  　壁掛式○　  自立形

　  グラフィックパネル 　  表示装置

　  キーボード

○ ○

○

組込み機器：

構成機器：

　  グラフィックパネル○ ○ ○

　  受変電設備

　  モザイクパネル 　  合成樹脂パネル

○　 ディスプレイ： 　  内照式液晶方式

　  タッチパネル式の内照式液晶方式○

●

Ⅰ型

　  17型  　 19型 　  21型○ ○ ○

○ 　信号処理装置 　  記録装置　○

 　補助盤○ ○ 　電源装置

パワーコンディショナ

● 屋内用

● キュービクル式配電盤 ○　  高圧スイッチギア

● 鋼板　○  ステンレス））

●

●

飛び出し形

銅合金形

●

構
　
内
　
通
　
信
　
線
　
路

○

　  前面投写式

　　時間以上

　  0.9

受
　
　
変
　
　
電
　
　
設
　
　
備

○保温、結露防止 外部に面する壁、天井で建築工事で FP版（スタイロフォーム等）打込み

箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止処理を行う。

○呼び線 長さ 1m以上の入線しない管路には、 1.2mm以上の EM-IE電線を挿入する。

○再使用機材・養生 ○ 指定機材（　　） ○　  特別清掃（　　）

○環境に配慮した電線 LAN用ツイストペアケーブルは、下記による。

　　記　　号

(EM-F/UTP6A)

(EM-UTP6A)

(EM-UTP6)

(EM-UTP5E)

　　　　　　　　　　　仕　　　様

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6A UTPｹｰﾌﾞﾙ(ECO-UTP-CAT6A/F)

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6 UTPｹｰﾌﾞﾙ(ECO-UTP-CAT6/F)

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ5e UTPｹｰﾌﾞﾙ(ECO-UTP-CAT5E/F)

JCS5503 耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ LAN用ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6A F/UTPｹｰﾌﾞﾙ(ECO-F/UTP-CAT6A/F)

○はつり 既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴開けは、原則としてダ

イヤモンドカッターによる。

○キュービクル、分電

盤、制御盤等

○屋外部の支持金具等

管支持金具は、溶融亜鉛めっき製またはステンレス製とする。

○ 居室（　　）

キャビネットの仕上げ：

●

○

○　  屋外

　  下記部位に取付けるものは、指定色仕上げとし、それ以外は製造者の

　  標準色仕上げとする。

 　製造者の標準色仕上げとする。

屋外に設置する機器付属金物・ボルトナット類及び外壁等への取付用配

　研究所監修）による。
　「建築設備耐震設計・施工指針・２０１４年版」（独立行政法人建築

（１）地域係数

（２）設備機器の固定はⅡ工事仕様（一般共通事項）耐震施工による他、

電気設備工事　特記仕様書（２）

○　 1.0○

3      200/100幹線：単相　　線式　　     V

○

○

増 幅 器 ： 　 　 W 

０５.０９

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事
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備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

０５.０９ 配　置　図

前面道路

駐車場 駐車場

汚水処理場２号棟１号棟 市営団地

駐車場 駐車場

受水槽

集会場
３号棟 市営団地 市営団地前 ４号棟

面

道 地下貯水槽
路

５号棟 ６号棟 ７号棟 市営団地市営団地

駐車場 駐車場 駐車場

駐車場 駐車場 駐車場

８号棟 １０号棟９号棟 市営団地

前面道路

配　置　図 Ｓ＝１：６００

Ｎ

案内図

Ｎ

至　弘前市

国道７号線

国
道
280号

線

羽白

工事場所：青森市大字羽白字沢田　地内

西田沢

至　竜飛

陸奥湾

国
道
280号

線

油川

Ｊ
Ｒ
津
軽
線

至　青森市街地

野木和湖

1/600
1/1200(A3)

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事

改修建物

Ｅ－０３



備　　考 №

図面名称
ＳＣＡＬＥ

工 事 名

〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号

一級建築士事務所　青森県知事登録　Ａ１　第９００号

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所
一級 建築 士登 録 第１ ８７ １８ ９号 　石 岡　 明彦

設備設計一級建築士証交付第３２０４号

設計年月日

1/100
1/200(A3)

北側立面図　　　　Ｓ＝１： １００
西側立面図　　　　Ｓ＝１： １００

GL

1FL

2FL

3FL

4FL

RFL

最高高さ

　　　

　　　

南側立面図　　　　Ｓ＝１： １００
東側立面図　　　　Ｓ＝１： １００

GL

1FL

2FL

3FL

4FL

RFL

最高高さ

０５.０９

13
,1

70

1,
05

0
2,

65
0

2,
65

0
2,

65
0

2,
67

5
1,

49
5

1,
05

0
2,

65
0

2,
65

0
2,

65
0

2,
67

5
1,

49
5

10,600

5,000 4,400 1,200

51,900

13
,1

70

1,
05

0
10

,6
25

1,
49

5

2,
65

0
2,

65
0

2,
65

0
2,

67
5

2,400 14,100 2,400 14,100 2,400 14,100 2,400

51,900

1,200 1,200 4,350 2,700 2,700 4,350 1,200 1,200 4,350 2,700 2,700 4,350 1,200 1,200 4,350 2,700 2,700 4,350 1,200 1,200

10,600

1,200 4,400 5,000

1,
05

0
2,

65
0

2,
65

0
2,

65
0

2,
67

5
1,

49
5

２

２

ＵＨＦ２０ＥＬ

ＶＨＦ１２ＥＬ

VHFのみ撤去

BSｱﾝﾃﾅ家庭用 足場に移設後復旧

VVF2.0-2C(VE22)

(
G
2
8)

NTT機器盤

VVF2.0-2C (VE22)

NTT財産

NTT財産

NTT財産

NTT財産

NTT機器盤(保安器盤)
W600xH900xD150

(G
8
2
)

(
G
22

)

(
G8

2
)

ﾌﾟﾗBOX開閉器盤MCCB2P30/20 NTT財産

外灯盤

W400xH750xD250
開閉器盤

接地IV2.0(VE16)

NTT財産に付き　別途工事

塗装の事

P.BOX.W400xH500xD250-WP

W450xH400xD150

(
G
2
2)

ＵＨＦ２０ＥＬ

ＶＨＦ１２ＥＬ

VHFのみ撤去

電気設備改修図

EMS-5C-FB　2m見込む/箇所

Ｅ－０４

県営住宅（野木和団地）２号棟 屋根・外壁改修工事


